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は
じ
め
に

﹁
世
の
中
に
あ
る
数あ

ま

多た

の
憂う

れ

い
を
、
決
し
て
﹃
他ひ

と
ご
と

人
事
﹄
と
し
な
い
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
ま
す
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
謹
呈
し
た

﹃
農
あ
る
世
界
と
地
方
の
眼
力
５
﹄
に
対
す
る
謝
辞
の
一
節
。
本
書
は
、
そ
の
第
６
弾
で
す
。
第
５
弾
ま
で
と
同
様
、
一
般
社
団
法
人
農
協

協
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
る
Ｊ
Ａｃ
ｏ
ｍ
＆
農
業
協
同
組
合
新
聞
の
、
コ
ラ
ム
﹁
地
方
の
眼
力
﹂
に
掲
載
す
る
た
め
に
２
０

２
２
年
度
に
執
筆
し
た
48
編
で
す
。
う
ち
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
45
編
、
諸
般
の
事
情
で
不
掲
載
︵
い
わ
ゆ
る
ボ
ツ
︶
と
な
っ
た
も
の
が
３
編

で
す
。

読
者
各
位
に
は
、
ご
一
読
い
た
だ
き
、
諸
般
の
事
情
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
書
の
編
集
に
際
し
て
は
、
掲
載
順
に
並
べ
る
ス
タ
イ
ル
を
取
り
、
不
掲
載
３
編
も
巻
末
に
時
系
列
で
載
せ
ま
し
た
。

内
容
は
原
文
を
尊
重
し
、
必
要
最
小
限
の
修
正
・
調
整
に
と
ど
め
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
の
所
属
や
肩
書
き
、
組
織
名
な
ど
も
初
出
時
点

の
ま
ま
と
し
て
い
ま
す
。
ご
了
解
く
だ
さ
い

本
書
が
取
り
上
げ
た
主
な
テ
ー
マ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
す
と
、
軍
拡
競
争
、
食
料
有
事
、
過
疎
対
策
、
貧
困
の
拡
大
、
戦
争
被
爆
国
、
生

産
費
高
騰
、
東
京
一
極
集
中
、
安
倍
国
葬
、
民
意
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
、
被
災
地
、
健
全
な
る
政
治
、
イ
ン
ボ
イ
ス
、
教
育
現
場
の
疲
弊
、
廃

校
活
用
、
少
子
化
対
策
、
女
性
ゼ
ロ
議
会
、
学
校
給
食
、
怒
る
オ
ラ
ン
ダ
の
農
家
、
文
化
庁
の
移
転
、
自
爆
契
約
、
な
ど
で
す
。

第
５
弾
で
も
書
き
記
し
た
こ
と
で
す
が
、
多
方
面
に
わ
た
る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、﹁
地
方
﹂

と
﹁
農
あ
る
世
界
﹂
に
少
な
か
ら
ぬ
関
係
性
を
持
つ
出
来
事
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
根
っ
こ
で
は
繋
が
っ
て
い
る
問
題
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
根
深
い
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

時
の
政
権
は
、
異い

口く

同ど
う

音お
ん

の
美び

辞じ

麗れ
い

句く

を
並
べ
て
、﹁
地
方
﹂
や
﹁
農
あ
る
世
界
﹂
の
重
要
性
に
言
及
し
ま
す
。
し
か
し
、
魂
の
こ
も
っ

た
言
葉
で
は
な
い
こ
と
は
、
事
実
が
証
明
し
て
い
ま
す
。
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﹁
地
方
の
眼
力
﹂
と
い
う
コ
ラ
ム
も
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
こ
の
本
も
、
一
貫
し
て
、
問
題
の
所
在
を
時
系
列
的
に
示
し
、
少
し
で
も
そ
の

解
決
の
糸
口
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

﹁
地
方
﹂
や
﹁
農
あ
る
世
界
﹂
を
め
ぐ
る
情
況
が
好
転
す
る
こ
と
に
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
叱し

っ
咤た

激
励
と
、
発
表
の
場
の
提
供
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

辛
口
漫
筆
家
と
関
連
業
界
と
の
板
挟
み
で
苦
境
に
立
つ
こ
と
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
が
、
我
慢
強
く
発
表
の
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
一
般
社
団
法
人
農
協
協
会
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
厳
し
い
出
版
事
情
の
中
、
快
く
出
版
の
機
会
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
株
式
会
社
大
学
教
育
出
版
に
も
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
様
の
支
え
に
よ
り
、
第
７
弾
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
８
月

小
松
泰
信
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／
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０
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／
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︵
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０
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０
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／
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／
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︵
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０
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／
教
員
の
働
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方
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革
と
学
び
を
保
障
す
る
多
様
な
方
法
／
冷
静
な
分
析
に
基
づ
い
た
適

切
な
対
策
／
問
題
行
動
・
不
登
校
が
暗
示
す
る
こ
の
国
の
あ
し
た
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／
農
あ
る

世
界
に
居
場
所
を
創
る
／
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０
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︶ …
…
…
…
115

世
界
人
口
80
億
人
突
破
が
も
た
ら
す
も
の
／
生
産
現
場
は
、
今
を
乗
り
越
え
る
こ
と
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／
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／
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熟
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Ｘ
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︵
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０
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０
︶ …
…
…
…
119

ホ
テ
ル
で
蘇
る
廃
校
／
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／
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地
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蒸
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／
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︵
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０
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岸
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／
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／
問
わ
れ
る
政
党
の
姿
勢
／
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／
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農
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︵
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２
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あ
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／
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／
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／
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な
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狂
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は
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う
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／
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／
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成

を
め
ざ
せ
／
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務
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誰
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ま
す
か

「
国
防
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は
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国
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と
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…
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︵
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０
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２
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／
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／
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︵
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期
待
さ
れ
て
い
な
い
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
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／
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地
方
創
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京
一
極
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是
正
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な
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「
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参
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公
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議
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／
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れ
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／
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／
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協
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度
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の
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／
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／
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／
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／
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／
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が
注
目
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る
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形
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の
農
村
地
域
／

本
当
に
変
わ
る
べ
き
は
我
々
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憲
論
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こ
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追
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返
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／
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／
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で
き
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介
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／
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／
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／
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／
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で
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か
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が
苦
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の
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だ
／
中
家
徹
全
国
農
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協
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合
中
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会
会
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の
国
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席
に
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す
る
／
国
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売
国
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す
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一
氏
に
も
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だ
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て

さ
／
「
農
業
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組
合
新
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」
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Ｊ
Ａ
グ
ル
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の
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／
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／
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で
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な
い
Ｑ
＆
Ａ
／
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爆
契
約
が
も
た
ら
す
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か
ん
ぽ
」
の
二
の
舞
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戦
争
が
犯
罪	

︵
２
０
２
２
・
４
・
６
︶

い
か
が
で
し
た
か
？
前
回
（
３
月
30
日
付
）
の
当
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
た
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
『
ヤ
ジ
と
民
主
主
義
～
小
さ
な
自
由
が
排
除
さ
れ
た
先

に
～
』
は
。

ヤ
ジ
排
除
違
法
判
決
に
道
控
訴

ご
覧
に
な
っ
た
方
々
の
多
く
は
、
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

首
相
︵
当
時
︶
の
街
頭
演
説
に
対
し
、
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
た
男
女
２
人
を
排
除
し
た
北
海
道
警

の
対
応
に
、
違
法
性
を
認
め
た
札
幌
地
裁
判
決
を
真
っ
当
な
も
の
と
思
わ
れ
た
は
ず
。

と
こ
ろ
が
、
北
海
道
は
１
日
、
判
決
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
。

排
除
し
た
警
察
官
に
よ
る
職
務
執
行
の
是
非
は
、
札
幌
高
裁
で
改
め
て
審
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

東
京
新
聞
︵
４
月
２
日
付
︶
に
よ
れ
ば
、
原
告
の
一
人
大お

お
す
ぎ杉

雅ま
さ

栄え

氏
は
、﹁
鈴す

ず

木き

直な
お

道み
ち

知
事
が
表
現
の
自
由
の
価
値
を
信
じ
る
の
で
あ
れ

ば
、
控
訴
を
取
り
下
げ
る
べ
き
だ
﹂
と
抗
議
声
明
を
発
表
。

道
警
監
察
官
室
は
﹁
控
訴
審
で
当
方
の
考
え
を
主
張
し
て
い
く
﹂
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

地
裁
判
決
後
、
も
う
一
人
の
原
告
桃も

も

井い

希き

生お

さ
ん
は
、﹁
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
お
か
し
い
こ
と
に
、﹃
お
か
し
い
﹄
と
声
を
上
げ
る
権

利
を
裁
判
所
が
認
め
た
か
ら
で
す
。
政
府
の
悪
政
に
抗
議
の
声
を
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
を
守
る
判
決
で
す
﹂
と
喜
び
を

語
っ
た
。
ま
た
﹁
裁
判
所
で
は
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
排
除
さ
れ
た
現
場
で
心
配
そ
う
に
見
て
い
た
年
配
の
女
性

が
、
裁
判
の
傍
聴
に
訪
れ
、
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。︵
中
略
︶
そ
ん
な
応
援
が
あ
り
、
２
年
間
た
た
か
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
﹂
と
、
不
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安
だ
っ
た
胸
の
内
も
明
か
し
て
い
る
。︵﹁
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
﹂
４
月
３
日
号
︶

北
海
道
が
控
訴
を
取
り
下
げ
な
け
れ
ば
、
原
告
ら
の
不
安
な
日
々
は
続
く
こ
と
に
な
る
。

原
告
２
人
が
背
負
う
し
ん
ど
さ
は
、
大
き
く
て
重
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
道
や
道
警
が
背
負
う
し
ん
ど
さ
の
な
ん
と
軽
い
こ
と
か
。
弁
護

士
費
用
だ
っ
て
、
税
金
を
使
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
違
う
？

道
や
道
警
は
権
力
を
持
っ
た
組
織
で
あ
る
。
そ
の
威
信
に
か
け
て
負
け
な
い
闘
争
を
仕
掛
け
て
く
る
だ
ろ
う
。
例
え
て
言
え
ば
、
道
や
道

警
は
現
在
の
ロ
シ
ア
。
鈴
木
知
事
や
扇

お
お
ぎ

沢さ
わ

昭あ
き
ひ
ろ宏

道
警
本
部
長
は
プ
ー
チ
ン
。
支
離
滅
裂
で
み
っ
と
も
な
い
言
動
し
か
で
き
な
か
っ
た
道
警

察
官
は
ロ
シ
ア
軍
兵
士
。
そ
し
て
原
告
２
人
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
罪
な
き
民
。

道
と
道
警
は
す
ぐ
に
控
訴
を
取
り
下
げ
詫
び
る
べ
し
。
さ
も
な
く
ば
、
真
っ
当
な
司
法
の
判
断
で
、
恥
の
上
塗
り
。

銃
口
の
先
に
い
る
の
は
私
⁉

東
京
新
聞
の
同
一
紙
面
に
は
、
琉
球
新
報
か
ら
提
供
さ
れ
た
﹁
基
地
施
設
内
か
ら
小
銃
を
民
間
地
方
向
に
向
け
る
武
装
米
兵
﹂
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
銃
口
が
、
わ
れ
わ
れ
読
者
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
薄
気
味
悪
さ
を
禁
じ
得
な
い
。

﹁
３
月
31
日
夕
、
記
者
が
訓
練
の
行
わ
れ
た
倉
庫
の
正
面
で
取
材
中
、
倉
庫
か
ら
出
て
き
た
兵
士
一
人
が
銃
を
構
え
た
。
記
者
と
目
が
合

う
と
、
銃
口
を
向
け
た
ま
ま
で
数
秒
間
、
停
止
し
た
﹂
と
、
琉
球
新
報
は
報
じ
た
と
の
こ
と
。

そ
の
琉
球
新
報
︵
４
月
３
日
付
︶
は
社
説
で
、
こ
の
問
題
を
俎そ

上じ
ょ
うに

あ
げ
て
い
る
。

﹁
基
地
の
外
に
い
る
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
に
銃
口
を
向
け
る
こ
と
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
報
道
の
自
由
に
対
す
る
挑
戦
だ
。
米
軍
は

意
図
的
に
向
け
た
可
能
性
を
否
定
し
た
が
、
民
間
地
に
銃
口
を
向
け
、
民
間
人
に
恐
怖
を
抱
か
せ
た
こ
と
自
体
大
問
題
で
あ
る
。
弾
薬
の
有

無
は
民
間
人
に
は
分
か
ら
な
い
。
仮
に
意
図
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
威
嚇
と
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
を
重
視
す
べ
き
だ
。
銃
口
を
向
け
た
行

為
に
抗
議
す
る
﹂
と
怒
り
心
頭
。
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軍
拡
競
争
で
、
誰
が
喜
び
、
誰
が
悲
し
む
の
か

ロ
シ
ア
軍
の
蛮
行
が
朝
な
夕
な
報
道
さ
れ
、﹁
戦
争
犯
罪
﹂
と
い
う
言
葉
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
軍
隊
で
あ
る
以
上
、
や
る
か
や

ら
れ
る
か
の
と
こ
ろ
で
は
、
蛮
行
を
尽
く
す
は
ず
。
日
本
軍
し
か
り
。
米
軍
の
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
は
20
世
紀
最
大
の
蛮
行
、
紛
れ

も
な
き
﹁
戦
争
犯
罪
﹂。

平
和
を
求
め
る
な
ら
ば
、﹁
戦
争
そ
の
も
の
が
犯
罪
﹂
と
い
う
基
点
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
現
実
は
、﹁
力
に
は
力
﹂﹁
兵
器
に
は
兵
器
﹂
と
い
う
、﹁
血
で
血
を
洗
う
﹂
悲
劇
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
る
。

岸き
し

信の
ぶ

夫お

防
衛
相
は
４
日
、
共
同
通
信
社
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
２
０
２
３
年
度
の
防
衛
費
を
巡
り
﹁
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化

の
た
め
必
要
な
予
算
を
確
保
し
た
い
﹂
と
述
べ
、
22
年
度
予
算
か
ら
の
大
幅
増
に
意
欲
を
示
し
た
。
ま
た
﹁
敵
基
地
攻
撃
能
力
﹂
保
有
を
視

野
に
検
討
を
進
め
る
意
向
を
示
唆
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
国
際
社
会
が
結
束
し
て
対
処
し
、
台
湾
海
峡
有
事
が
起
き
な
い
よ
う

中
国
の
行
動
を
抑
止
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

時
事
ド
ッ
ト
コ
ム
︵
４
月
６
日
０
時
35
分
配
信
︶
は
、
米
国
と
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
３
カ
国
の
首
脳
が
５
日
、
安
全
保
障
枠
組
み

﹁
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
︵
オ
ー
カ
ス
︶﹂
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
極
超
音
速
兵
器
を
共
同
開
発
す
る
と
表
明
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

中
国
や
ロ
シ
ア
が
先
行
す
る
同
兵
器
の
開
発
競
争
で
巻
き
返
し
を
図
り
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で
の
抑
止
力
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

米
英
豪
の
首
脳
は
、﹁
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
サ
イ
バ
ー
能
力
や
人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶、
量
子
技
術
、
潜
水
能
力
に
関
す
る
協
力
を
深
化
さ

せ
る
﹂
と
、
声
明
で
強
調
し
て
い
る
。

す
で
に
こ
の
３
カ
国
は
、
オ
ー
カ
ス
の
枠
組
み
を
通
じ
、
豪
州
の
原
子
力
潜
水
艦
建
造
で
協
力
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国

が
、﹁
深
刻
な
懸
念
﹂
を
表
明
し
て
お
り
、
極
超
音
速
兵
器
の
共
同
開
発
に
つ
い
て
も
中
国
敵
視
策
だ
と
し
て
反
発
を
強
め
る
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

こ
こ
で
問
い
た
い
。
止
め
ど
な
い
軍
拡
競
争
で
、
誰
が
喜
び
、
誰
が
悲
し
む
の
か
、
と
。
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「
共
感
疲
労
」
は
い
か
に
し
て
克
服
す
べ
き
か

正
直
言
う
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
見
な
が
ら
の
食
事
は
本
当
に
苦
痛
。
だ
か
ら
、
夕
食
時
は
撮
り
た
め
た
ド
ラ
マ
な
ど
を
観
る
こ
と
が

多
い
。

悲
劇
的
な
報
道
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
気
の
毒
な
人
々
に
共
感
し
て
落
ち
込
み
、
直
接
に
は
何
も
で
き
な
い
自
分
を
責
め
、
体
調
を
崩
す

人
の
心
の
状
態
を
﹁
共
感
疲
労
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
を
、
永な

が

田た

健た
け
し

氏
︵
西
日
本
新
聞
・
特
別
論
説
委
員
︶
の
﹁
時
代
な
な
め
読
み
﹂︵
西
日
本

新
聞
、
４
月
３
日
付
︶
で
知
っ
た
。

氏
は
、
防
衛
力
増
強
、
核
共
有
、
憲
法
9
条
改
正
、
愛
国
心
教
育
な
ど
を
主
張
す
る
人
々
が
持
論
の
発
信
を
強
め
、﹁
高
揚
感
﹂
を
生
み

出
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、﹁
想
定
し
な
か
っ
た
事
態
が
起
き
た
以
上
、
日
本
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
意
識
や
体
制
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
︵
更
新
︶
が
必
要
だ
と
私
も
思
う
﹂
と
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
の
高
揚
ぶ
り
に
は
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
。

﹁
戦
争
の
リ
ア
ル
と
は
、
燃
え
る
街
、
逃
げ
惑
う
住
民
、
泣
く
子
ど
も
な
の
だ
。
戦
争
被
害
者
へ
の
共
感
で
落
ち
込
む
人
た
ち
は
、
そ
れ

を
直
感
的
に
知
っ
て
い
る
。
ま
ず
そ
こ
に
心
を
寄
せ
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
安
全
保
障
を
語
っ
て
も
上
滑
り
す
る
。
こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る

の
か
。
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
。
沈
ん
で
い
る
人
た
ち
と
共
に
考
え
た
い
﹂
と
の
む
す
び
に
、
疲
労
な
き
共
感
を
覚
え
る
。

﹁
地
方
の
眼
力
﹂
な
め
ん
な
よ
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農
業
軽
視
国
家
に
迫
る
食
料
有
事	

︵
２
０
２
２
・
４
・
１
３
︶

「
10
キ
ロ
２
千
円
台
で
買
え
る
も
の
も
あ
り
、
農
家
の
労
働
が
報
わ
れ
る
価
格
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
安
く
手
に
入
る
」
と
生
産
者
に
気
づ
か
い

つ
つ
、「
安
定
し
て
供
給
で
き
、
安
心
で
き
る
国
産
の
米
を
、
も
っ
と
主
食
に
取
り
込
め
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
し
て
、「
小
麦
粉
の
か
わ
り
に
即

米
粉
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
学
校
給
食
の
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー
を
さ
ら
に
増
や
す
、
米
の
加
工
品
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
い
け

ば
、
小
麦
不
足
に
あ
た
ふ
た
す
る
こ
と
も
減
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
提
言
す
る
の
は
塩
崎
三
枝
子
氏
（
東
京
新
聞
４
月
12
日
付
、
読
者
の
声
「
発

言
」）。

米
粉
へ
の
期
待
高
ま
る

﹁
小
麦
粉
値
上
げ
で
米
粉
に
チ
ャ
ン
ス
﹂
と
題
し
て
米
粉
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
﹁
お
は
よ
う
日
本
﹂︵
４
月
11
日
７
時
台
︶。

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
小
麦
粉
の
15
％
を
米
粉
に
代
え
て
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
作
る
の
は
埼
玉
県
伊い

な奈
町ま

ち
の
パ
ン
屋
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
は
米
粉
を
売
り
込
む
方
だ
っ
た
が
、
最
近
で
は
﹁
得
意
先
や
一
般
消
費
者
か
ら
﹃
米
粉
あ
り
ま
す
か
﹄
と
い
う
、
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
き
た
﹂
と
語
る
の
は
、
栃
木
県
小お

山や
ま

市
の
米
粉
製
造
会
社
の
社
長
。
米
粉
を
用
い
た
麺
や
餃
子
の
皮
な
ど
の
試
作
品
を
作
り
、
新

た
な
取
引
先
の
開
拓
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。
同
社
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
小
麦
粉
を
米
粉
に
１
、
２
割
置
き
換
え
る
こ
と
で
、﹁
非
常
に
パ

リ
ッ
と
感
が
出
た
﹂
と
か
﹁
食
感
が
良
く
な
っ
た
﹂
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

た
だ
し
、
米
粉
普
及
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
の
は
コ
ス
ト
の
壁
で
あ
る
。

１
キ
ロ
当
た
り
原
料
価
格
は
米
粉
約
50
円
に
対
し
て
、
小
麦
粉
約
60
円
と
、
米
粉
の
方
が
安
い
。
こ
れ
は
、
米
粉
用
米
の
生
産
者
に
交
付



●8

金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
手
間
と
時
間
、
そ
れ
に
製
粉
機
の
効
率
稼
働
が
難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
製
粉
コ
ス
ト
が
小

麦
粉
約
50
円
に
対
し
て
、
米
粉
が
約
70
円
か
ら
約
３
４
０
円
と
な
り
、
製
品
価
格
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
小
麦
の
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
で
小
麦
粉
の
価
格
が
上
昇
し
、
他
方
で
米
粉
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
製
粉
コ
ス
ト
が
低
下
し
、
米

粉
の
価
格
が
低
下
す
る
な
ら
ば
、
両
者
の
価
格
差
は
縮
小
す
る
。

野の

口ぐ
ち

智と
も

弘ひ
ろ

氏
︵
東
京
農
大
教
授
︶
は
、﹁
米
粉
な
ら
で
は
の
良
さ
が
、
消
費
者
に
伝
わ
れ
ば
広
が
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
﹂
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

急
が
れ
る
「
分
配
政
策
」
の
実
行

﹁
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
、
原
油
や
小
麦
の
国
際
相
場
は
高
値
水
準
が
続
い
て
い
る
。︵
中
略
︶
い
ず
れ
も
輸
入
依
存
の
構
造

は
変
え
ら
れ
ず
、
地
政
学
リ
ス
ク
に
振
り
回
さ
れ
る
日
本
の
弱
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
﹂
と
す
る
の
は
、
西
日
本
新
聞
︵
４
月
12
日

付
︶。小

麦
に
関
し
て
、﹁
日
本
は
約
９
割
を
輸
入
に
頼
る
。
パ
ン
や
麺
に
加
え
、
し
ょ
う
ゆ
な
ど
調
味
料
の
材
料
に
も
な
る
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
両
国
で
世
界
の
輸
出
量
の
約
３
割
を
占
め
る
。
日
本
は
両
国
か
ら
食
用
小
麦
を
輸
入
し
て
い
な
い
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
他
産
地

の
小
麦
価
格
が
高
騰
。
政
府
が
製
粉
会
社
な
ど
に
売
り
渡
す
輸
入
小
麦
価
格
の
引
き
上
げ
に
も
つ
な
が
っ
た
﹂
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

熊く
ま

野の

英ひ
で

生お

氏
︵
第
一
生
命
経
済
研
究
所
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
︶
は
、﹁
今
後
、
収
穫
期
の
秋
に
か
け
て
供
給
が
滞
っ
て
く
る
と
、
価
格
は

さ
ら
に
上
昇
す
る
だ
ろ
う
﹂
と
予
想
し
、
小
麦
の
使
用
さ
れ
る
範
囲
が
広
い
こ
と
か
ら
、﹁
家
計
へ
の
影
響
は
大
き
い
﹂
と
す
る
。
さ
ら
に
、

﹁
小
麦
と
大
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
際
市
況
は
連
動
し
て
お
り
、
今
後
は
よ
り
一
層
幅
広
い
食
品
の
価
格
が
上
が
る
可
能
性
が
高
い
﹂
と

展
望
す
る
。

加
え
て
、
岸き

し

田だ

文ふ
み

雄お

首
相
が
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
緊
急
経
済
対
策
を
講
じ
る
方
針
を
示
し
た
こ
と
に
関
連
し
、﹁
根
本
的
な
対
策
は
賃


